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要約：平成 21年　高知工科大学教員海外研修支援制度より支援をいただき、スペイン王国バレンシア工科大
学の通信研究所に客員研究員として、平成 21年 2月後半から 5月後半まで 3ヶ月あまり滞在した。その際に、
共同研究で成果をあげたのみならず、多くの国際交流の経験に恵まれた。本稿で、その一端とその後の動向
を紹介し、今後の海外滞在や訪問の参考にしていただければ幸いである。

１．はじめに
 バレンシア工科大学（Polytechnic University of 

Valencia: UPV）はスペイン第 3の都市バレンシア
市の中心部から約 5 km、海岸沿いに位置する工
科系の大規模大学である。筆者はかねてより、光
通信関連の国際会議の発表とその運営委員会を通
じて、本校が光ファイバー通信の高いレベルの研
究拠点であることを認識しており、UPVの教授
等も筆者の研究に興味をもち、互いに情報交換を
続けていた。
高知工科大学と UPVもかねてより交流協定を

結んでいたが、数年前に UPVより高知工科大学
に短期交換留学生が来日し、帰国後再度高知工科
大学の大学院生として入学してきたことをきっか
けに、より活発な交流が模索されていた。
筆者はこれを好機ととらえ、平成 21年　高知
工科大学教員海外研修支援制度を活用して共同研
究のため滞在することとした。同時期に筆者のゼ
ミの大学院生も、半年の留学を経験することと
なった。本稿はこの幸運な滞在中に得られた経
験、情報の一端を記したものである。

２．バレンシア州とバレンシア工科大学
まずバレンシアといえば、日本ではオレンジを
思い浮かべる方も多いであろうと想像する。たし
かに、入国した時期が 2月半ばにも関わらず中央
広場の真ん中の木々にオレンジがたわわに実り、
温暖な気候に助けられて農業、観光が盛んな避暑

の都市というおもむきが感じられた。バレンシア
市はスペイン第 3の都市で人口約 80万、バルセ
ロナの南 300kmに位置する。周辺人口（Population 
of Valencia Community）規模は約 400万で、スペイ
ン全体の人口の約 10％を有する。バレンシア州
の気候は温暖で、農業とそれに伴う食品、ワイ
ン、衣料、磁器などの加工品の輸出、70kmにも
及ぶ白砂の砂浜を擁したリゾート観光が産業の中
核である。バレンシア市は、その通商と、いくつ
かの素材工業、造船などが盛んである。トラム
（地下鉄と路面電車のあいのこのような線路交通）
網も発達しており、都市部はコンパクトかつ洗練
されている。日本に例えれば鹿児島県のような気
候と、福岡や広島程度の人口／利便性がある地方
中核都市と感じた。筆者滞在中は 2月から 5月
でありビーチリゾートとしてシーズンオフにあた
る。2週間ほどのホテル暮らしのあと、大学まで
徒歩 25分の海辺のリゾートアパルトメントを賃
貸して滞在することとなった。7月～ 9月のオン
シーズンになると、この海辺の物件は賃貸料が２
倍に跳ね上がるであろうとのことであった。ヨッ
トのアメリカズカップや F1、モト GP、サッカー
のスペインリーグなども開催されるイベント都市
でもある。南ヨーロッパの都市の中では治安は比
較的良い。有名なパエリアなど米料理の種類が
多く魚介類にも恵まれているため、日本人にとっ
ても過ごしやすい都市であると感じた。ただし、
（四国を訪れる外国人も同様なことを感じている

− 263 −



のだろうが）観光地と大学キャンパス内以外では
ほとんど英語が通じない。片言でもスペイン語、
バレンシア語を学習してから来訪することをお勧
めする。

次にバレンシア工科大学であるが、バレンシ
ア市東部に教育機関が集中するベラ地区があり、
そこの大きな一角を占める工科系大学である（1）。
トラム駅で 3個分の幅のある大規模メインキャン
パスに、約 3万 5千人の学部生、3万人の大学院
生が在籍している。工科系と言っても実際には芸
術学部などもあり半総合大学といってもよい規模
である（バレンシア南部にサテライトキャンパス
もあるそうである）。幹線道路を挟んで人文科学、
経済系の大学であるバレンシア大学がある。スペ
イン語圏の南米や英語圏を主体に国際交流も盛ん
で、常時 2200人の学生が海外への短期（半年～ 1
年程度）の留学を行っており、1300人程度の海外
からの留学生を受入れている。この提携校のひと
つが高知工科大学である。学年制は、学部 3年卒
業または 5年卒業の 2種類あり、2年大学院修士
課程、3年以上の博士課程である。ただし、修士
の 2年と博士の 1年次や学部 5年と修士 1年時が
重複したりする場合があるなど、日本の 4年、2
年、3年制とは異なる。学生、教授からの伝聞な
ので定かではないが、南米のスペイン語圏ではこ
の年次制もポピュラーなようで、伝統的にこの年
次制が継承されてきたようだ。しかし、最近 EU
内の有力校同士の単位互換、学位互換制度が活発
になるにつれ不都合が生じてきたようで、一般的
な 4年、2年、3年（以上）制への移行を 2009年の
入学生から開始する改革途上にあるとのことで
あった。しかし、この話を解説してくれた教授
は、この制度変更がうまく完遂されるとは信じて
いないようであった。今後の動向を興味深く見守
りたい。

３．情報通信研究所（i-Team）での共同研究
はじめにも触れたが、バレンシア工科大は光
ファイバー通信関連技術の高いレベルの研究拠
点である。その中核をなすのが、選抜された教
授陣、研究スタッフ、博士課程の大学院生を中
心とした研究専門組織、情報通信研究所（Institute 
of Telecommunication and Applications Multimedia : 
i-Team）である（2）。学生と教授は所属する学部、
学科で時に講義を行いながら、研究の際はこの施
設にやってきて実験やモデリングを行う。教員を
含めた研究スタッフが約 100人、博士課程の学生
が 200人程度所属している。その半分ほどが、私
が滞在した光通信の部門である。研究科長である
ホセ・カンマーニ教授は IEEEのフェローで欧州
光通信学会の役員を務める。私の共同研究者であ
るサルバトール・サレス教授は波長制御の重要部
品であるファイバブラッググレーティング（FBG）
の製造と応用技術のヨーロッパにおけるキーパー
ソンであった。筆者の研究室は光パルス発生技術
と、光パルスによるファイバ周辺環境のセンシン
グ技術を有する。この技術と、上記 FBGデザイ
ン技術を融合させて、新たな機能を有するセンシ
ング技術を確立することが、共同研究の当面の目
標となった。

同時に、せっかく芽吹いた UPVと高知工科大
学との交流を深めるために、筆者のゼミの大学院
生に半年間の交換留学を持ちかけ、かれは筆者よ
り少し早い時期から留学生活をスタートしてい
た。その修士論文研究の指導や生活の相談も行っ
た。
共同研究は、スペイン人博士課程 1年の学生

アントニオ・ブエノ君の新しい研究テーマとして
多くのミスマッチを克服しながら順調に進展し
た。広域センシング技術として、非常に広域を分

図 1: バレンシアの海岸線と海辺のアパート群

図 2: i-Teamの研究施設
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布的に環境計測しながら、領域を分割することも
できる、各点での温度も同時測定可能という多機
能の新たな方式を実験的に提案し効果を確認する
ことができた。IEEE-Photonics Technology Letters
（PTL）という権威ある学術論文誌に採択され（3）、

Optical Fiber Sensor（OFS）というエディンバラで開
催された国際会議で、当時指導していたスペイン
人の博士課程の学生と発表者と連名者という立場
で再会できたのは、たいへんうれしい思い出であ
る（4）。なお、帰国後も関連共同特許出願や、も
うひとつの共同テーマであった光パルスのアクセ
スネットワークへの活用法の研究、共著論文の執
筆などで協力関係は継続している。

４．国際交流
スペインでは友人を巻き込んだ家族的付き合い

を大切にする。筆者も教授同士の研究交流や、日
本に残された雑務をひたすらこなすことに終始す
るのではなく、指導するスペイン人学生・その友
人とともに余暇は過ごすことを心がけた。金曜日
の夕方にはミニコートでのサッカーやバスケット
で若手スタッフや学生と汗を流す。（スーパマー
ケットも含め多くの機能が停止する）日曜には自
転車で街を散策した。ときには学生の友人で、大
学とは無縁の若者たちのパエリアパーティによば
れたり、筆者がアパルトメントでラーメンパー
ティを開催したりした。そこで明らかになったこ
とは、日本に対するあこがれと尊敬である。ス
トーリ性があり細部にも目配りされている日本の
漫画、アニメ、映画、多機能な電化製品・AV機
器はスペインではアメリカンカルチャーよりクー
ルなものととらえられている。文字に意味をもた
す漢字を当て字にして、自らの名前につけてほし

いとせがむ友人は引きも切らない。日本語を学習
したいと願う若者も多い。しかし、バルセロナで
は混雑するほど見かける日本人はバレンシアの街
ではほとんど見かけない。交流を経験しないまま
にあこがれだけを募らせているという状態であっ
た。（実際には日本料理店や日本人ビジネスマン
より中華料理店と中国人コミュニティがはるかに
大きい。）同じスペインでも、内陸の学園都市であ
るサラマンカに行くと、今度は正統スペイン語と
その文化にあこがれ、留学してきた多くの日本人
が滞在しているとのことであった。
筆者と同時期に UPV留学を果たした高知工科

大大学院生は、学生にメントル（留学の万相談を
担当する学生ボランティア：チュータ）として、
日本語を学ぶことに意欲的な UPV学生にあたっ
たため、生活立ち上げに非常に助かったと語って
いた。彼らは日本に強い興味を持っている。日本
から海外を目指す若者は、海外の背景を学ぶのは
もちろんであるが、日本を地元を説明する知識も
準備してから羽ばたいてほしいと感じた。5月に
開かれた i-Team恒例のビーチパーティは、実質
筆者の送別会として暖かく日本に送り出していた
だいた。

 国際交流を深めるには、一方通行のあこがれ
では太いパイプとはならない。高知工科大学より
教員と学生が同時期に留学してきたことは UPV
側としても大きな刺激となったようだ。現地で出
会った日本留学志望の 2名の学生は、滞在先とし
て高知工科大を紹介され、数ヶ月後に短期留学を
果たし、高知工科大学よさこい踊子隊の一員とし
て高知の夏も満喫し、多くの思い出と友人を得
た。彼らの伝えた楽しい口コミ情報は、あこがれ

図 3: 共同研究風景

図 4: 送別パーティの風景
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の日本の片隅の高知県／高知工科大に UPVの学
生が目を向けるきっかけを広げた。

2009年 9月に高知工科大学学生／教職員によ
るヨーロッパ研修の際には、夏休み真っ最中にも
関わらず帰国したばかりの彼らが駆けつけ、日本
に興味を持つ多くの学生もあつまり、日本語／英
語／スペイン語がごっちゃに飛び交って研修旅行
中一番の盛り上がりとなったのはこの＜相互＞交
流の積み重ねがあったればこそである。その後も
スペインからの短期留学生は途切れず複数名高知
工科大学に来学している。高知工科大学学生も
チャレンジ精神とコミュニケーション力を磨い
て、ぜひ次々と留学を果たし、貴重な経験を成長
の糧としてもらえれば幸いである。

５．まとめ
2009年 2月後半より 5月後半までの 3ヶ月あま

りのバレンシア工科大学での客員研究員としての
滞在と、それをきっかけとした国際交流、共同研
究の進展状況を報告した。相互につながった交流
のパイプが、狭い研究分野の協力関係にとどまら
ず、学生や文化の相互交流／理解につながりつつ
ある。この発展的関係のさらなる深化につながれ
ば幸いである。
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図 5: よさこい踊り子隊に参加した留学生たち
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Abstract:. I visited and stayed several months between Feburary 2009 and May 2009 at Spain using international 
exchange Professor support program of Kochi University of Technology. I have started the collaboration research with 
i-Team, Telecom Research Institute in Polytechnic University of Valencia. I would like to brief report my experience and 
information about Research related situation about UPV, Valencia and Spain.
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